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芸能フェスティバル 

富長小学校創立５０周年②③ 

舟形町は子育てを応援します④⑤ 

知っていますか？舟形町の宝⑥⑦ 

舟形町の財産はどうなっているの⑧⑨ 

自治功労表彰式⑩ 

学校保健だより⑪ 

シリーズ「地域のちから」⑳ 
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10
月
26
日
、
富
長
小
学
校
創
立
50
周

年
記
念
式
典
が
同
校
を
会
場
に
行
わ
れ
、

生
徒
や
地
域
の
方
な
ど
約
２
１
０
名
が

出
席
し
、
半
世
紀
に
渡
る
富
長
小
の
歩

み
を
再
確
認
し
、
更
な
る
飛
躍
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
全
校
児
童
48
名
が
「
こ
の

富
長
に
生
ま
れ
て
〜D

re
a
m
 
C
o
m
e
 

T
ru
e

〜
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
。
ま
た
、

『
龍
連
山
と
和
太
鼓
「
龍
」
』
の
記
念
和

太
鼓
演
奏
や
『
猿
羽
根
桜
睦
』
に
よ
る

御
神
輿
披
露
な
ど
が
記
念
式
典
を
盛
り

上
げ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
、
富
長
小
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
方
へ
特
別
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
特
別
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
み
な
さ
ん
は
左
の
と
お
り
で
す
。 

富長小学校長 

柏倉　泰樹 氏 

富長小学校ＰＴＡ会長 
（記念事業実行委員長） 

田中　真人 氏 

富長地区連合町内会長 
（記念事業実行委員会々長） 

原田　俊一 氏 

平成七年度卒業生 

石山　仁志 氏 

　昭和　昭和33年、富田小学校と長者原小学校が合併し、富長小学校が生年、富田小学校と長者原小学校が合併し、富長小学校が生まれてからまれてから50年。年。1279名
の卒業生が町内のリーダーとして、また、経済・文化・スの卒業生が町内のリーダーとして、また、経済・文化・スポーツの分野で世界中で活躍しポーツの分野で世界中で活躍しておてお
りますります。 
　富長小学校の歴史は次に受け継がれ、新たな輝かしい歴　富長小学校の歴史は次に受け継がれ、新たな輝かしい歴史が刻み込まれることでしょう史が刻み込まれることでしょう。 
これまでのこれまでの50年の足跡を年表とともにたどっていきたいと思います年の足跡を年表とともにたどっていきたいと思います。 

　昭和33年、富田小学校と長者原小学校が合併し、富長小学校が生まれてから50年。1279名
の卒業生が町内のリーダーとして、また、経済・文化・スポーツの分野で世界中で活躍してお
ります。 
　富長小学校の歴史は次に受け継がれ、新たな輝かしい歴史が刻み込まれることでしょう。 
これまでの50年の足跡を年表とともにたどっていきたいと思います。 

富長小学校創立５０周年 富長小学校創立５０周年 

柿崎 昭一郎 氏 
　バックネット等の寄贈 
小國 昌 氏 
　富長小学校第６代校長。校歌碑を寄贈 
高橋 光彌 氏 
　北の湖杯優勝カップや行司衣装等を寄贈 
龍 連山 氏 
　「富長若鮎太鼓」の指導。 
五月 みどり 氏 
　自作の洋画「ピアノを弾く少女」を寄贈 
斎藤 好松 氏 
　校旗や二宮金次郎の石像等を寄贈。 

特別表彰を受賞された皆さん 特別表彰を受賞された皆さん 

　
８
年
・
富
田
小
学
校
が
郷
倉
に
開
校 

　
９
年
・
長
者
原
小
学
校
が
長
者
原
に
開

　
　
　
　
校 

　
８
年
・
舟
形
南
部
尋
常
小
学
校
・
舟
形

　
　
　
　
西
部
尋
常
小
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
改
称 

　
22
年
・
舟
形
村
立
南
部
小
学
校
・
舟
形

　
　
　
　
村
立
西
部
小
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
改
称 

　
30
年
・
舟
形
村
立
富
田
小
学
校
・
舟
形

　
　
　
　
村
立
長
者
原
小
学
校
と
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
れ
改
称 

　
33
年
・
富
田
小
学
校
と
長
者
原
小
学
校

　
　
　
　
が
統
合
し
、
舟
形
町
立
富
長
小

　
　
　
　
学
校
と
な
る 

　
　
　
・
牛
乳
給
食
実
施 

　
　
　
・
新
校
舎
へ
移
転 

　
34
年
・
新
校
舎
落
成
式 

　
39
年
・
完
全
給
食
実
施 

　
42
年
・
10
周
年
記
念
事
業
実
施 

　
48
年
・
学
校
プ
ー
ル
完
成 

　
49
年
・
三
角
点
登
山
路
完
成 

　
50
年
・
学
校
創
立
百
年
祭
挙
行 

　
53
年
・
相
撲
場
完
成 

　
57
年
・
東
京
都
港
区
立
飯
倉
小
学
校
と

　
　
　
　
の
交
歓
会
実
施 

　
59
年
・
二
宮
金
次
郎
石
像
建
立
除
幕
式

　
　
　
　
（
斎
藤
好
松
氏
寄
贈
） 

　
60
年
・
斎
藤
好
松
氏
、
柿
崎
昭
一
郎
氏  

　
　
　
　
よ
り
野
球
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
寄
贈 

　
61
年
・
校
歌
碑
除
幕
式（
小
國
昌
氏
寄
贈
） 

　
63
年
・
県
知
事
よ
り
四
年
間
愛
鳥
モ
デ

　
　
　
　
ル
校
の
指
定
を
受
け
る 

　
　
　
・
斎
藤
好
松
氏
よ
り
ウ
メ
モ
ド
キ

　
　
　
　
と
ナ
ナ
カ
マ
ド
苗
木
50
本
寄
贈 

　
２
年
・
体
育
館
解
体
工
事
開
始 

　
　
　
・
新
校
舎
建
設
工
事
開
始 

　
　
　
・
旧
校
舎
を
偲
ぶ
会 

　
３
年
・
五
月
み
ど
り
氏
よ
り
洋
画
「
ピ

　
　
　
　
ア
ノ
を
弾
く
少
女
」の
寄
贈 

　
　
　
・
新
校
舎
完
成
・
新
校
舎
完
成
式

　
　
　
　
新
校
舎
入
校
式 

　
　
　
・
ロ
ダ
ン
作
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
青
銅

　
　
　
　
時
代
」
除
幕
式
（
斎
藤
好
松
氏

　
　
　
　
寄
贈
） 

　
　
　
・
改
築
落
成
式
及
び
祝
賀
会 

　
４
年
・
べ
に
ば
な
国
体
冬
期
国
体
開
会

　
　
　
　
式
に
若
鮎
太
鼓
出
演 

　
　
　
・
文
部
省
補
助
事
業
「
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
小
径
・
観
察
池
」
竣
工 

　
５
年
・
創
立
35
周
年
記
念
式
典 

　
７
年
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
大
臣
表
彰 

　
８
年
・
新
相
撲
場
落
成
式 

　
９
年
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
授
業
実
践

　
　
　
　
研
究
会 

　
12
年
・
国
旗
掲
揚
台
完
成 

　
　
　
・
山
形
県
教
育
委
員
会
よ
り
「
地

　
　
　
　
域
の
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
」

　
　
　
　
の
委
託 

　
　
　
・
学
校
協
議
会
の
設
立 

　
　
　
・
「
学
び
を
と
も
に
」
の
会
設
立

　
　
　
　
（
地
域
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

　
　
　
　
　
織
） 

　
　
　
・
国
立
教
育
研
究
所
の
文
部
省
委

　
　
　
　
託
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

　
　
　
　
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
発
研
究
協

　
　
　
　
力
校 

　
13
年
・「
足
短
お
じ
さ
ん
文
庫
」開
設
　

　
　
　
・
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
11
人
の

　
　
　
　
宝
物
」
公
演 

　
14
年
・
Ｙ
Ｂ
Ｃ
パ
ワ
ー
全
開
ゴ
ー
ゴ
ー

　
　
　
　
キ
ッ
ズ
長
縄
跳
び
新
記
録
樹
立

　
　
　
　
（
１
，１
１
３
回
） 

　
15
年
・
二
学
期
制
の
教
育
課
程
と
な
る 

　
19
年
・
猿
羽
根
山
相
撲
大
会
北
の
湖
杯

　
　
　
　
優
勝 

　
20
年
・
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

　
　
　
　
会
を
盛
大
に
挙
行 

　本校創立50周年の記念事

業が展開されるにあたり、

ご来校いただいた先輩の方々

の活躍は、児童に大きな勇

気と希望を与え、思い出と

して深く刻み込まれていき

ました。 

　富長小の教育環境を常に

支えてくださる地域の方の熱き思い。本校の伝

統“相撲”や“太鼓”を継承してくださってい

る多くの指導者の皆様の存在。読み聞かせや放

課後子どもプラン等で活動してくださっている

地域の方。150名を超える歴代の教職員の方の温

かな眼差し。 

　故郷“富長”への畏敬の念が何よりも貴重な

心の財産になることと確信しております。 

　富長小学校創立50周年に

あたり、本校学区の良さを

私なりに考えてみると、第

一には学校の行事や活動に

は地域一丸となって取り組

む姿勢が挙げられます。特

に早朝作業では地域の方か

らも協力していただき環境

美化に努めています。 

　第二に相撲大会の盛り上がりです。ＯＢの方

による相撲甚句の披露、早朝に行う両横綱の土

俵入り、数多くの幟旗などの富長場所が「相撲

の富長」を作ってきました。 

　50年の歴史と伝統をもつ富長小の素晴らしさを、

深く心に刻み、それを誇りとして、大きく羽ば

たくよう頑張っていきたいと思います。 

　清流小国川を眼下に見下

ろし、霊峰月山を目の当り

に見る小高い丘に、当時に

は珍しい鉄筋コンクリート

造りの新校舎が建設されま

した。昭和33年12月１日、

富田、長者原両校が一斉に

移転登校した日のことは、

今でも心の中に鮮明に覚えております。 

　あれから50年、３人の子供達も卒業し、そし

て今、孫がお世話になっていることを歴史の流

れとともに感慨深く思っています。未来を担う

若者達と県内外で活躍している卒業生の心のよ

り所として、富長小学校がいつまでもこの地に

姿を残していけるよう、お願いしたいものであ

ります。 

 

　学校の思い出を書いてと

のことで、いざ書くことに

なるとなかなか思い出せな

いもので困ってしまいまし

た。 

　いろんな思い出があり考

えている時、現在小学校に

通っている子どもたちが下

校する姿を見て、自分もこの道を６年間友達と

いろんな話をしたり、ふざけたりして帰ってい

たことが思い出され、懐かしさでいっぱいにな

りました。 

　私は現在、運動会など地域行事を通して子ど

もたちと触れ合っています。地域の大人として、

また、富長小学校の卒業生としてこれからも見

守っていきたいと思います。 
故 

平成 昭和 大正 明治 
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子
ど
も
の
数 

 

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
舟
形
町
の
出
生
数
の
推
移
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
昭
和
55
年
か
ら
平
成
18
年
ま

で
の
出
生
数
の
変
化
を
左
の
〈
グ
ラ
フ
ー

１
〉
に
表
し
て
み
ま
し
た
。
昭
和
55
年
か

ら
減
少
し
続
け
、
平
成
12
年
に
は
過
去
最

低
の
42
名
を
記
録
。
こ
こ
数
年
は
45
〜
50

名
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。 

　

子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す 

 

　
子
ど
も
は
家
族
の
宝
で
あ
る
と
同
時
に
、

地
域
の
宝
、
町
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
町
で
は
そ
の
宝
で
あ
る
、
子
ど
も
た
ち

を
守
る
た
め
、
子
育
て
を
が
ん
ば
っ
て
い

る
方
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、

右
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
を
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
ま
し
た
。 

　
支
援
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ

て
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
お
り
、
児
童

手
当
の
よ
う
に
お
金
を
交
付
す
る
も
の
、

医
療
費
無
料
化
の
よ
う
に
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
も
の
な
ど
、
財
政
面
で
の
支
援

が
中
心
で
す
。 

　
ま
た
、
新
生
児
訪
問
や
ふ
れ
あ
い
育
児

の
広
場
、
育
児
相
談
な
ど
心
の
ケ
ア
も
重

要
と
考
え
、
き
め
細
や
か
な
支
援
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
国
や
県
の
施
策
に
上
乗
せ
し

て
い
る
も
の
や
、
対
象
者
の
範
囲
を
広
げ

る
な
ど
、
町
独
自
の
支
援
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
今
後
は
、
子
育
て
を
が
ん
ば
っ
て
い
る

方
の
意
見
や
要
望
を
取
り
入
れ
、
見
直
し

を
行
な
い
な
が
ら
、
政
策
の
中
心
と
し
て
、

子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

　

若
者
を
増
や
す
た
め
に 

 

　
町
が
子
育
て
支
援
を
重
点
的
に
実
施
す

る
こ
と
の
最
大
の
目
的
は
若
者
の
定
住
を

促
進
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

〈
グ
ラ
フ
ー
２
〉
は
過
去
５
年
間
の
年
代

別
転
出
者
の
累
計
で
す
。
就
学
を
含
め
15

歳
か
ら
29
歳
の
転
出
が
全
体
の
60
％
を
占

め
て
お
り
、
町
の
少
子
化
を
加
速
さ
せ
る

一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
〈
グ
ラ
フ
ー
３
〉
は
町
の
人
口

分
布
を
表
し
て
い
ま
す
。
人
口
の
半
数
以

上
が
50
歳
以
上
、
30
％
以
上
が
高
齢
者
と

い
う
現
状
で
す
。 

　
若
者
の
増
加
は
町
の
活
性
化
の
た
め
に

も
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
必
要
不

可
欠
で
す
。 

　

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す 

 

　
町
が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
子

育
て
支
援
と
若
者
定
住
支
援
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
が
雇
用
拡
大
で
あ
り
、
ひ
と
つ
が

住
宅
環
境
の
整
備
で
す
。 

　
雇
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、
企
業
誘
致
を

中
心
と
し
な
が
ら
、
起
業
家
の
育
成
や
新

規
産
業
の
創
出
、
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
の
施
策
を
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま

す
。 

　
住
宅
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
、
若
者
向
け
子
育
て
支
援
住
宅
の
建
設

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
月
号
で
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。 

　

子
育
て
支
援
住
宅
を
建
設 

 

　
若
者
向
け
子
育
て
支
援
住
宅
は
メ
ゾ
ネ

ッ
ト
タ
イ
プ
の
ア
パ
ー
ト
で
、
下
の
写
真

は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ

イ
プ
と
は
１
階
と
２
階
部
分
を
１
世
帯
が

使
用
で
き
る
タ
イ
プ
で
、
近
年
若
者
に
人

気
の
タ
イ
プ
で
す
。 

　
間
取
り
は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
１
階
に
は
リ
ビ

ン
グ
と
台
所
が
、
２
階
に
は
６
帖
の
洋
室

２
部
屋
と
８
帖
の
洋
室
１
部
屋
を
計
画
し

て
い
ま
す
。 

　
建
設
場
所
は
旧
舟
形
小
学
校
跡
地
に
建

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
を
町

の
子
育
て
の
中
心
地
と
し
た
い
考
え
か
ら
、

ア
パ
ー
ト
と
あ
わ
せ
て
宅
地
の
分
譲
も
実

施
す
る
計
画
で
す
。 

　
今
年
中
に
募
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
応
募
数
に
応
じ
て
は
、
次
年
度

以
降
の
増
棟
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
は 

　
舟
形
町
役
場
振
興
課
地
域
整
備
班 

　
�(

32)

２
１
１
１
（
内
線
432)

（人） （人） 

（歳） 

＜グラフー３　人口分布図＞ 
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＜妊婦＞ 
妊婦歯科健診(１回) 
妊婦健診(7回) 
 
＜０歳～３歳＞ 
新生児訪問 
乳児相談（6～7ヶ月児・11～12ヶ月児) 
３～４ヶ月児健診 
９～10ヶ月児健診 
１歳児歯科健診 
１歳６ヶ月児健診 
２歳児健診 
２歳６ヶ月児健診 
３歳児健診 
３ヶ月ごと歯科健診と 
フッ素と布（希望者） 
乳幼児家庭訪問 
 
＜保育園＞ 
歯科保健教室 
 
＜小学校＞ 
スポーツ少年団・文化団体支援 
児童交流学習交通費等交付 
学習補助員の加配 
特別支援介助員の加配 
 
＜中学校＞ 
制服購入費助成 
自転車購入費助成 
 
＜高校＞ 
ボランティアサークル 
「ふなっこ」支援 

 
妊婦家庭訪問 
結婚奨励資金利子助成 
 
 
予防注射無料化 
こども養育支援金 
児童手当（０歳から小学校まで) 
乳幼児医療費無料（就学前まで) 
母子家庭等児童扶養手当 
（高校生まで) 
子育て支援センター 
ふれあい育児の広場 
入園児との情報交換 
母子家庭等医療費無料 
（高校生まで) 
 
 
 
延長保育・未満児保育 
 
 
放課後児童クラブ（平日６時まで) 
放課後子ども教室 
ＰＴＡ活動支援 
家庭教育講座支援 
 
 
保護者対応クラブ活動支援 
中学校総合体育大会等出場費補助 
 
＜大学＞ 
修学資金貸付 
 

子育てするなら舟形町で！ 
　　舟形町の主な子育て支援内容 トイレ 

地 袋 

階 段 

押入 

押入 

押入 押入 

押入 

浴室 
洗面所 台所 

リビング 

テラス ベランダ ポーチ 

玄関 

ホール 

階段 

ト
イ
レ 

洋室　６帖 

洋室　６帖 

２階 １階 

洋室　８帖 

（％） 

出生率 

＜グラフ－１　舟形町の出生数と出生率の推移＞ 
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＜グラフー2　過去５年間（Ｈ14～Ｈ18）の年代別転出者累計＞ 

（人数） 
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メゾネット住宅イメージ 

　就学を含め、 
15～29歳の転出が 
　全体の60％を 
　占めています。 



広報ふながた 20.11｜67｜広報ふながた 20.11

　舟形町堀内地区にある西又集落は全10戸の小さな集落です。
この地で昔から栽培され、地域の方の食生活を支えてきた赤
いカブがあります。西又カブです。舟形町の特産品を紹介す
るシリーズ「知っていますか？舟形町の宝」第１回はこの西
又カブをご紹介します。 

＜材料：４人分＞ 

　西又カブ　‥‥‥‥‥‥‥‥‥１本 

　季節の野菜　‥‥‥‥‥‥‥‥適量 

　ブロックチーズ　‥‥‥‥‥‥適量 

　ドレッシング　‥‥‥‥‥‥‥お好みで 

＜作り方＞ 

①カブは軽く水洗いした後、皮ごとピーラー 

　で細長く削ぐ。色が落ちるのでなるべく水 

　にさらさない。 

②他の野菜はサラダ用に切り、角切りにした 

　チーズとカブと一緒に盛りつけ完成。 

　

最
上
伝
承
野
菜
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド 

 

　
最
上
地
域
に
は
、
昔
か
ら
栽
培
さ
れ
、

風
土
に
な
じ
ん
だ
地
域
特
有
の
野
菜
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
野
菜
は
農
家
が

何
世
代
に
も
わ
た
り
種
子
を
継
承
し
て

き
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
集
め
ブ
ラ

ン
ド
と
し
た
の
は
、
「
最
上
伝
承
野
菜
研

究
会
」
が
創
立
し
た
平
成
17
年
の
こ
と

で
し
た
。 

　
現
在
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
野
菜
は

採
算
性
や
効
率
性
を
重
視
し
た
も
の
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
、

食
の
安
全
が
叫
ば
れ
る
今
、
地
域
に
根

ざ
し
た
昔
な
が
ら
の
食
材
と
食
文
化
が

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
最
上
伝
承
野
菜
は
そ
の
地
域
の
方
が

守
り
伝
え
ら
れ
た
地
域
独
自
の
貴
重
な

財
産
で
す
。 

　
全
23
品
の
最
上
伝
承
野
菜
の
内
、
舟

形
町
か
ら
は
７
品
選
ば
れ
て
お
り
、
西

又
カ
ブ
も
そ
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
。 

　

野
菜
は
心
で
育
て
る 

 

　
西
又
集
落
で
は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で

古
く
か
ら
西
又
カ
ブ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。 

春
、
種
取
り
用
の
カ
ブ
に
小
さ
な
花
が

咲
き
、
ゴ
マ
粒
の
よ
う
な
種
を
実
ら
せ

ま
す
。
８
月
の
お
盆
前
に
種
を
播
き
、

10
月
末
い
よ
い
よ
収
穫
で
す
。 

　
収
穫
さ
れ
た
西
又
カ
ブ
の
ほ
と
ん
ど

が
自
家
用
で
、
主
に
カ
ブ
漬
け
に
し
て

食
し
ま
す
。
親
戚
や
知
人
に
配
っ
た
り

す
る
と
大
変
喜
ば
れ
る
と
い
い
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
地
域
に
代
々
伝
わ
る
こ
の

野
菜
か
ら
、
懐
か
し
さ
だ
け
で
な
く
〝
心
〞

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
大
切
に
種
を
取
り
、
一
生
懸
命
野
菜

を
育
て
る
。
そ
の
心
が
間
接
的
に
、
食

す
人
の
心
に
染
み
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　

西
又
カ
ブ
の
特
徴 

 

　
西
又
カ
ブ
は
長
さ
30
㎝
程
度
の
細
長

い
カ
ブ
で
す
。 

　
そ
の
特
徴
は
何
と
い
っ
て
も
目
を
見

張
る
よ
う
な
赤
色
。
外
側
は
も
ち
ろ
ん

中
ま
で
真
っ
赤
。
カ
ブ
漬
け
に
す
る
と

そ
の
独
特
の
赤
が
、
漬
け
物
全
体
に
染

み
わ
た
り
ま
す
。 

　
食
感
も
独
特
の
歯
ざ
わ
り
で
、
生
で

食
べ
る
と
非
常
に
甘
い
の
が
特
徴
。
し

か
し
、
漬
け
物
に
す
る
と
甘
み
が
消
え
、

ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
さ
が
出
て
き
ま
す
。 

　
最
上
伝
承
野
菜
が
注
目
さ
れ
初
め
て

か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
数
多
く
登
場
し

ま
し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
本
に
も
掲

載
さ
れ
、
そ
の
成
分
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。 

 

〝
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
〞
と
い
う
成
分
が

非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
〝
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
〞
と
は
紫
色
の
色
素
の
こ

と
で
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
す
。

主
に
ワ
イ
ン
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
に

多
く
含
ま
れ
、
老
化
防
止
や
サ
ラ
サ
ラ

血
に
し
て
く
れ
る
働
き
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　

地
域
の
大
切
な
財
産 

 

　
西
又
カ
ブ
を
地
域
独
自
の
貴
重
な
財

産
と
し
て
生
産
、
販
売
し
て
い
る
方
が

い
ま
す
。
森
幸
吉
さ
ん
で
す
。 

　
Ｊ
Ａ
の
産
直
ま
ん
さ
く
の
会
員
で
あ

る
森
さ
ん
は
約
９
０
０
㎡
の
畑
で
西
又

カ
ブ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
年
間
の
収

穫
量
は
約
1.3
ｔ
に
も
及
び
ま
す
。 

　
森
さ
ん
に
今
年
の
出
来
を
伺
っ
て
み

る
と
、
「
あ
ま
り
良
く
な
い
」
と
の
答
え
。

今
年
８
月
に
好
天
が
続
い
た
こ
と
で
、

発
芽
し
な
い
も
の
が
１
割
ほ
ど
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
「
２
度
蒔
き
し
て
何
と
か
例

年
ど
お
り
の
収
穫
量
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
今
年
は
加
工
品
中
心
で
販
売

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
語

る
森
さ
ん
の
目
は
イ
キ
イ
キ
と
輝
い
て

い
ま
し
た
。 

  

　農業推進機構では高

付加価値農業を推進し、

売れる農作物とはどん

なものかを模索してい

ます。 

　舟形町にも西又カブ

のように昔から脈々と

受け継がれてきた伝承

野菜があります。昨今、

このような地域の伝承野菜が珍しさと独特の味わ

いもあって脚光を浴びる食材となっています。 

　このような食材を宝の持ち腐れとしないで、栽

培方法や加工方法などについて研究し、生産から

加工、流通、販売へ向けた支援ができればと考え

ております。 

 

▼問い合わせ／舟形町農業推進機構 

　　　　　�（３２）２１１１（内線４２６） 

西又カブのサラダ 
舟形町活気あふれる 
農業推進機構推進指導監　 

　山川　隆平 氏 

ふ
な
が
た
お
宝
宅
急
便 

〜
西
又
カ
ブ
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
〜 

特集シリーズ① 



9｜広報ふながた 20.11 広報ふながた 20.11｜8

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
っ
て
何
？ 

 

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
貸
借
対
照
表
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
町
の
財
産

や
借
金
な
ど
を
整
理
し
て
書
き
こ
ん
だ
一

覧
表
と
い
え
ま
す
。 

　
ご
家
庭
で
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
る
と

し
ま
し
ょ
う
。
左
側
の
リ
ス
ト
に
は
財
産

が
記
入
さ
れ
ま
す
。
家
や
有
価
証
券
、
預

貯
金
な
ど
、
全
て
の
財
産
を
項
目
別
に
金

額
で
記
入
し
ま
す
。 

　
右
側
に
は
そ
れ
ら
を
買
う
た
め
に
使
っ

た
給
料(

充
当
額)

や
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金

を
記
入
し
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
「
こ

れ
ま
で
お
金
を
何
に
使
っ
た
か
」
や
「
借

金
は
い
く
ら
あ
る
か
」
な
ど
の
財
務
状
態

が
分
か
り
ま
す
。 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の 

　
　
　
　
　
　
　
活
用
方
法
は
？ 

 

　
町
の
財
産
や
借
金
な
ど
を
金
額
で
表
す

こ
と
で
、
町
の
資
産
を
全
体
的
に
捉
え
、

総
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
借
金
の
残
額
や
支
払
済
み

額
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
負
担
額

が
、
収
入
見
込
み
に
対
し
て
適
正
な
も
の

か
な
ど
を
判
断
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
の
事
務
事
業
の
コ

ス
ト
計
算
や
効
率
的
な
財
政
運
営
に
有
効

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
毎
年
作
成

し
、
比
較
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
に
重
点
的

に
お
金
を
投
じ
て
き
た
か
特
徴
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

｢

資
産
の
部｣

か
ら
わ
か
る
こ
と 

 

　
資
産
と
は
町
が
こ
れ
ま
で
に
作
っ
て
き

た
道
路
や
建
物
な
ど
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。 

①
有
形
固
定
資
産
　
建
物
や
土
地
、
備
品

な
ど
の
町
の
財
産
が
ど
の
位
あ
る
か
を
表

し
て
い
ま
す
。
教
育
費
、
農
水
費
、
土
木

費
の
３
部
門
で
総
資
産
の
74
％
に
な
り
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
学
校
や
公
共
施
設

な
ど
の
建
物
と
道
路
・
公
園
な
ど
で
す
。 

②
投
資
等
　
町
が
行
っ
て
い
る
投
資
金
や

出
資
金
、
基
金
な
ど
を
資
産
と
し
て
見
て

い
ま
す
。
総
額
で
７
億
４
，
８
１
１
万
円

に
及
び
ま
す
。 

③
流
動
資
産
　
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基

金
、
未
収
金
な
ど
、
１
年
以
内
に
支
払
い

に
当
て
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
を
記

載
し
て
い
ま
す
。
総
額
で
７
億
７
，
９
３

６
万
円
と
な
り
ま
す
。 

 ｢

負
債
の
部｣

か
ら
わ
か
る
こ
と 

 

　
負
債
と
は
町
の
抱
え
る
借
金
の
こ
と
で

す
。
将
来
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金

額
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

①
固
定
負
債
　
固
定
負
債
と
は
、
負
債
の

う
ち
１
年
以
内
に
支
払
が
な
い
と
想
定
さ

れ
る
負
債
を
指
し
ま
す
。 

　
町
が
過
去
に
借
入
し
た
地
方
債
残
高
と

職
員
の
退
職
給
与
引
当
金
、
合
わ
せ
て
４

８
億
８
，５
６
４
万
円
に
な
り
ま
す
。 

②
流
動
負
債
　
町
の
借
金
の
う
ち
、
１
年

以
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

を
流
動
負
債
と
い
い
ま
す
。
今
年
度
は
６

億
６
，２
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 ｢

正
味
資
産
の
部｣

か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
る
こ
と 

 

　
正
味
資
産
と
は
、
町
の
資
産
を
作
る
際

に
、
ど
こ
か
ら
お
金
を
調
達
し
て
き
た
か

を
表
し
て
い
ま
す
。 

　
国
庫
支
出
金
は
国
か
ら
の
補
助
金
で
全

体
の
28
％
、
都
道
府
県
支
出
金
は
県
か
ら

の
補
助
金
で
全
体
の
47
％
、
一
般
財
源
は

地
方
交
付
税
や
町
税
の
こ
と
で
、
全
体
の

25
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
資
産
総
額
に
対
す
る
正
味
資
産
の
割
合

が
高
い
ほ
ど
財
政
状
況
が
健
全
で
あ
る
と

い
え
、
町
は
57
％
で
、
平
成
13
年
度
か
ら

ほ
ぼ
変
化
な
く
推
移
し
て
い
ま
す
。 

 

※
メ 

モ 
 

　
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
総
務
省
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
地
方
財
政
状
況
調

査
」
を
基
に
、
町
の
一
般
会
計
の
み
の
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
減
価
償
却

な
ど
の
方
法
は
総
務
省
が
示
し
た
基
準
に

基
づ
い
て
算
出
し
て
い
ま
す
。 

［資産の部］ 
１．有形固定資産  
（１）総　　務　　費 

（２）民　　生　　費 

（３）衛　　生　　費 

（４）労　　働　　費 

（５）農林水産業費 

（６）商　　工　　費 

（７）土　　木　　費 

（８）消　　防　　費 

（９）教　　育　　費 

（10）そ　　の　　他 

　　　　　　計 

　　（うち土地　　　　　　　　　　　　　） 

　有形固定資産合計  

 

２．投   資   等 
（１）投資及び出資金  

（２）貸　　付　　金  

（３）基　　　　　金  

　　①特定目的基金 

　　②土地開発基金 

　　③定額運用基金 

　　　基　　金　　計 

（４）退職手当組合積立金  

　投　資　等　合　計  

 

３．流  動  資  産 
（１）現　金・預　金  

　　①財政調整基金 

　　②減　債　基　金 

　　③歳　計　現　金 

　　　現金・預金計 

（２）未      収      金  

　　①地　　方　　税 

　　②そ　　の　　他 

　　　未　収　金　計 

　流 動 資 産 合 計 

  

資　産　合　計 

123,816 

99,568 

104,845 

 

 

 

 

 

 

568,389 

87,181 

104,101 

 

 

18,081 

1,610

 

 

724,963 

713,158 

252,949 

8 

2,340,179 

137,885 

2,319,571 

54,204 

4,947,211 

2,408 

11,492,536 

1,633,159 

 

 

 

138,739 

0 

 

 

 

 

328,229 

281,141 

 

 

 

 

 

 

 

759,671 

 

 

 

19,691

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11,492,536 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

748,109 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

779,362 

 

13,020,007

［負債の部］ 

１．固  定  負  債 

（１）地　　方　　債 

（２）債務負担行為 

　　①物件の購入等  

　　②債務保証又は損失補償  

　債務負担行為計  

（３）退職給与引当金 

（４）そ　　の　　他 

　固定負債合計 

 

２．流  動  負  債 

（１）翌年度償還予定額 

（２）翌年度繰上充用金 

　流 動 負 債 合 計 

　負　　債　　合　　計 

 

 

［正味資産の部］ 

１．国　庫　支　出　金 

２．都 道 府 県 支 出 金 

３．一　般　財　源　等 

 

正　味　資　産　合　計 

負債・正味資産合計 

0 

0

 

 

3,899,771 

 

 

 

0 

985,866 

0 

 

 

 

662,907 

0 

 

 

 

 

 

2,104,126 

3,538,678 

1,828,659

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,885,637 

 

 

 

 

662,907 

5,548,544 

 

 

 

 

 

 

 

7,471,463 

13,020,007

借　　　方 貸　　　方 借方(財産) 貸方(借金)
 (単位：千円） 

平成19年度バランスシート 
（平成20年３月31日現在） 町民一人当たりに換算した場合のイメージ 

“左”の財産を 
手に入れるために 
“右”の借金を 
したんだネ！ 

資産 
177万円 

有価証券 
12万円 

預貯金 
12万円 

給料 
(充当額) 
115万円 

財産の合計200万円 借金の合計200万円 

ローン 
85万円 
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▲実際にさわって、香りを確かめている子ども達。 

�朝、納入されたきゅうり 
　を使って調理した「中華 

　サラダ」を作っています。 

�
農
家
の
方
か
ら
今
年
の
新
米
を 

　
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
や
っ
ぱ
り
新
米
は
お
い
し
い
で 

　
す
ね
。 

　舟形町教育研究会健康部会（養護教諭と学校栄養士）では、今年度 

「子ども達の好ましい食生活を育むために」をテーマとして、地産地 

消を取り入れた食育を推進しています。 

　今回は、その一環として「きゅうり」を題材に取り上げた舟形小学校の 

食育指導の様子を紹介します。 

　今年８月に、健康部会で学校給食に使われている野菜の生産農家の方を取材 

しました。栽培の様子や苦労されていること、子ども達へのメッセージなどを教材にし、子ども達への 

指導に活用しています。 

�栄養士の話を聞きながら、きゅうりの 
　入っている「中華サラダ」を食べてい 

　ます。 

 

▲「トゲトゲのあるきゅうりって新鮮 

　なんだね」とさわって見ています。 

　きゅうり生産農家の星川 

俊則さん（舟形３）から「舟 

形町では、安全でおいしい 

野菜を作っていることを知 

ってほしい。また、自分で 

収穫して食べることの喜び 

を知ってほしい。」とメッセージが送られました。 

　普段、野菜を苦手としている子どもも、きゅうりを 

味わいながらみんなとおいしそうに食べていました。 

10月11日　学校給食での指導の様子（舟形小学校） 

　【メニュー】　焼きそば・中華サラダ・牛乳・ヨーグルト 

　
11
月
４
日
、
今
年
度
の

舟
形
町
自
治
功
労
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　
こ
の
表
彰
は
、
地
方
自

治
の
振
興
、
産
業
・
経
済

の
発
展
、
学
術
・
文
化
振

興
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や

団
体
を
対
象
に
授
与
さ
れ
る
、
町

で
最
も
名
誉
あ
る
表
彰
で
す
。 

　
今
回
は
、
町
内
会
活
動
や
産
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

な
ど
、
27
名
の
方
が
栄
え
あ
る
受
章
と
な
り
ま
し
た
。 

 
平成20年度 

自治功労 
表彰式 

表
　
彰
　
の
　
部 

感
　
謝
　
状
　
の
　
部 

伊
藤
　
和
昭
（
舟
形
１
） 

富
樫
　
市
男
（
長
沢
１
） 

尾
形
　
文
雄
（
長
沢
２
） 

伊
藤
寛
次
郎
（
洲
崎
） 

酒
井
　
秀
夫
（
西
堀
） 

佐
藤
　
正
良
（
太
折
） 

小
野
　
義
昭
（
真
木
野
） 

庄
司
　
幸
男
（
太
折
） 

(

有)

舟
形
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム（
経
壇
原
） 

沼
澤
紀
美
子
（
舟
形
３
） 

平
賀
　
健
一
（
福
寿
野
） 

佐
藤
　
克
己
（
東
京
都
） 

戸
蒔
　
晟
光
（
酒
田
市
） 

土
井
万
佐
男
（
西
堀
） 

原
田
　
政
雄
（
舟
形
４
） 

故

佐
藤
哲
男
（
一
の
関
） 

 

佐
藤
　
昭
一
（
長
尾
） 

大
場
　
正
行
（
長
沢
１
） 

渡
辺
　
　
忠
（
紫
山
） 

八
鍬
　
　
太
（
紫
山
） 

阿
部
　
弘
明
（
洲
崎
） 

鈴
木
　
宥
司
（
紫
山
） 

海
藤
　
義
勝
（
沖
の
原
） 

落
合
　
伸
男
（
西
堀
） 

故

伊
藤
政
春
（
野
） 

高
橋
　
道
子
（
長
沢
１
） 

佐
藤
　
政
光
（
舟
形
４
） 

町
長
　
一
期
　
４
年 

 

町
内
会
長
　
勤
続
満
７
年 

納
税
組
合
長
　
勤
続
満
20
年 

納
税
組
合
長
　
勤
続
満
20
年 

納
税
組
合
長
　
勤
続
満
15
年 

納
税
組
合
長
　
勤
続
満
15
年 

統
計
調
査
員
　
勤
続
満
15
年 

産
業
振
興 

民
生
児
童
委
員  

勤
続
満
15
年 

民
生
児
童
委
員  

勤
続
満
15
年 

寄
附
行
為
（
教
育
振
興
） 

寄
附
行
為
（
日
本
画
） 

地
域
歯
科
医
療 

 

観
光
事
業
の
活
性
化 

 

農
業
委
員
　
退
任 

農
業
委
員
　
退
任 

農
業
委
員
　
退
任 

農
業
委
員
　
退
任 

農
業
委
員
　
退
任 

町
内
会
長
　
勤
続
満
６
年 

衛
生
組
合
長
　
勤
続
満
10
年 

衛
生
組
合
長
　
勤
続
満
10
年 

保
護
司
　
勤
続
満
11
年 

孝
子
・
節
婦 

芸
術
文
化
の
振
興 

地
域
保
健
医
療
、 

寄
附
行
為
（
教
育
振
興
） 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員 

勤
続
満
15
年 

広報ふながた 20.11｜1011｜広報ふながた 20.11



広報ふながた 20.11｜1213｜広報ふながた 20.11

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ④  

わ だ い ②  

わ だ い ①  

わ だ い ③  

　10月30日、県北部郵便局長会最上南 
地区会からＡＥＤをいただき、生涯学習 
センターに設置されました。 

　10月19日、富田河川敷多目的広場に 
おいてラジコン航空ショーが開催され、 
約20名の愛好者が自慢のテクニックを披 
露しました。 
 

　10月25日、舟形中学校の文化祭「舟友祭」 
が行われ、３年生による元気あふれるダンスに、 
後輩らから黄色い歓声が飛んでいました。 

　11月３日、平成20年秋の叙勲が発表され、前町議会議

長の加藤俊正氏（堀内）が旭日小綬章を受章されました。 

　加藤氏は昭和46年に初当選して以来、９期36年間町議

会議員を務め、昭和58年から20年間、議長として町の発

展に寄与されました。 

　加藤氏は「こんなに素晴らしい章をいただけるとは身に

余る光栄です。町民のみなさまの指導と協力のたまものと

感謝申し上げます。」と語っていました。 

　10月29日、「できるところから始めよう、地域

の防災」をテーマにＮＰＯ法人ディ・コレクティ

ブ代表の千川原公彦氏（天童市）をお迎えし、災害

対策講演会が行われました。 

　阪神淡路大震災の際、生き埋めになって消防な

どに助けられた方は全体の１割にも及びません。

災害時には家族や隣近所など、地域の力が最も重

要になります。 

　今後は地域主体の自主防災組織の設立や高齢者

などの災害弱者の把握など、災害が起こる前に地

域や家庭でできること話し合ってみませんか。 

　日本文化の学習を重点的に行っている舟形小学校で、百人一首に続き 
今度は「琴」に挑戦です。上手く弾けるかな。 

舟形町が被災地に 
                なったら！？ 

　今年５月に野外活動で舟形町を訪れた仙台市

立五橋中学校で11月12日、収穫感謝祭が行われ

ました。町からは生徒の民泊を受けていただい

た農家の皆さんら約30名が参加し、餅つきなど

で交流を深めました。 

　春の受け入れ後、９月の文化祭、10月の稲刈

り体験、そして今回と交流を続けています。生

徒と参加者、双方の喜ばせたいという「心」が

感じられる感謝祭となりました。 

喜ばせたい「心」が 

加藤俊正氏が旭日小綬章を受章 

　11月６日、最上地区の衛生組合連絡協議会指導

者研修会が舟形町農村環境改善センターを会場に

行われ、約150名の方が参加し、環境に優しい最

上地区を目指すことを確認し合いました。 

　町で春からスタートした食品トレーの回収ですが、

舟形ほほえみ保育園での回収が好調のようで、園

児らは楽しみながらエコを勉強しているようです。 

「自分にできるところから、ちょっとずつ。」です

ね。 

環境に優しい地域を目指して 

　今年度の県教育功労表彰が発表され、前町教

育委員長の伊藤良文氏（舟形４）が教育行政の

分野で表彰を受けられました。 

　伊藤氏は平成10年から９年間にわたり教育委

員長を務め、保小中一貫教育の道筋を立てられ

ました。 

　また、児童交流学習の促進や、２学期制の導

入など、卓越した指導力を発揮されての受賞と

なりました。 

　町芸術文化協会が今年20周年を迎え、

11月３日、約130名の参加を得て記念式典

が行われました。式典では佐藤政光会長が 

「今後も芸術文化活動の輪を広げ、一人一

芸の町、文化の香り高い町を目指していき

たい」とあいさつ。 

　また、10年以上加盟を続ける14団体が

表彰を受けました。受賞された団体は次の

とおりです。 

 
＜受賞団体＞ 

猿羽根太鼓保存会　　洲崎七福の会 

幅神楽保存会　　　　山形岳風会舟形支部 

彩季会　　　　　　　最北歌謡振興会 

コールせせらぎ　　　踊り泉会 

千川和の会　　　　　舟形町民舞会 

日舞愛好会　　　　　木瓜の花の会 

「朝」舟形俳句会　　　ダンスフレンドリー 

伊
藤
良
文
氏
が 

　
教
育
功
労
表
彰 

芸術文化協会が２０周年 

わ

だ

い

⑤

 

わ

だ

い

⑥

 

きょくじつしょう じゅ しょう 



広報ふながた 20.11｜1415｜広報ふながた 20.11

　町内に事業所や店舗をお持ちの皆さま、町内に住所を置く事業主の皆さま、広報ふながたへ広告を掲載し 

て会社や、お店のPRをしませんか？各種イベント等への集客などにぜひご活用ください。 

▼申込み・問い合わせ／舟形町役場まちづくり課統括班　�（３２）２１１１（内線３２２） 

この大きさの広告枠（１枠）が「５,０００円」です。 
（舟形町のホームページにも紙面が掲載されます） 

農地の転用 

農業委員会からのお知らせ 農業委員会からのお知らせ 

　農地転用とは、農地を住宅用地や工場用地、道路などの
用地に転換することをいいます。 

　農地は、人々の生存に欠かせない食料の大切な生産基盤
です。特に、耕地面積が狭いうえに人口が多い我が国は、
食料自給率も低く、優良な農地は大切に守っていく必要が
あります。このため、農地の転用には農地法で一定の規制
がかけられています。 

　すべての農地が転用許可の対象となります。地目が農地
であれば、耕作がされていなくても農地として活用できる
状態である限り農地として扱われます。また、地目が農地
でなくても、耕作されている土地も農地と見なされます。 

　舟形町総合文化祭が11月７日～11月15日の９日間、中央公民館

を会場に開催されました。館内には手作りの素晴らしい作品が所

狭しと展示され、訪れる人たちも足を止めては作品に見入ってい

ました。 

　「舟形町芸術文化協会作品展」、「健康づくりポスター展」、「光

生園作品展」、小学生「読書感想画展」、「防犯ポスター」など、

盛り沢山の作品が訪れる人の目を楽しませていました。 

　また、文化の日の11月３日には、町芸文協団体による歌や踊り

などの町芸能フェスティバルが舟形小学校を会場に行われました。 

　農地を一時的な資材置き場、作業員仮宿舎、砂利採取場
などとして利用する場合も転用になり、許可が必要です。 

　農地の保全または利用上必要な施設（耕作用の道路用排
水路、防風林など）に転用する場合は、面積に関係なく許
可は不要です。また、温室、畜舎、作業場など農業経営上
必要な施設に転用する場合には、その面積が200㎡未満で
あれば許可は不要ですが届出をお願いします。 

舟形町農業委員会事務局 
（振興課農業観光班内） 
�（32）２１１１（内線424） 

農地に関するご相談は 

農地の利用集積 

　遊休農地の発生防止や解消対策、また、認定農業者
や担い手の皆さんが、効率的な農地の有効利用を図れ
るよう町の農業委員会が農地の利用調整に努めます。 

■ 農業の後継ぎがいない 
■ 体調が悪くて農作業ができなくなった 
■ 農機具が古くなったが、更新が難しい 
■ 兼業や施設型農業に専念したい 

■ もっと経営面積を増やして、コストを下げたい 
■ 農地をまとめないと効率があがらない 
■ 今持っている機械を有効に利用したい 

　貸し借り、売買は市町村の「公告」を待って成
立します。手続きは簡単で、税や登記上の特典が
あります。 
　何より農業委員会が仲介しますので安心です。 

相談・問い合わせは 

最優秀賞　原田一輝（富小１年） 

優 秀 賞　高橋芽依（舟小１年） 

優 秀 賞　伊藤由衣（長小２年） 

優 秀 賞　斉藤飛鳥（長小３年） 

優 秀 賞　沼沢智勝（舟小４年） 

優 秀 賞　狩野泰成（富小５年） 

優 秀 賞　吉田和樹（舟小６年） 

小学生の部  最優秀賞 中学生の部  最優秀賞 

読書感想画展入賞者 

最優秀賞　武田祐紀（舟中２年） 

優 秀 賞　佐藤　好（舟中１年） 

防犯ポスター展入賞者 

発売日　12月22日（月） 
　　　　 午前8時～午後8時 

限定90本 
～～～～～～～～～～～～ 

720� 

※本数が少ないため、 
　お一人様２本までの 
　ご予約とさせていた 
　だきます。 

2,940円（税込） 

広告 広告 

農地転用とは？ 

なぜ許可が必要か？ 

対象となる農地は？ 

一時的な農地転用は？ 

農業用施設用地の転用は？ 

農地の利用集積とは？ 

規模を縮小・現状維持したい方 

規模拡大したい方 

売買・賃貸・農作業受委託契約の成立 

見て！みて！楽しい作品 
　　　館内が秋色に染まったよ！ 



（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

広報ふながた 20.11｜1617｜広報ふながた 20.11

 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
12月の若あゆ温泉の休館日は、10日（水）、24日（木）です。 

タバコは町内で買いましょう。 
９月のタバコ税は1,271,690円 

　良い子を助けに東へ西へ。正
義の味方・お助けてんぐがやっ
てきた。楽しい技でお悩み解決。
今日も助けを求める手紙が来た
けれど。めくるのが何度だって
ワクワクする飛び出す絵本。 

　ぼくがラーメンたべてるとき、
となりのみっちゃんは、なにして
る？となりの国のこは、なにして
る？あそんでる？はたらいてる？
それとも・・・。たった十数文字
で、世界の"本質"を表した作品。 

お
た
す
け
て
ん
ぐ 

　
　
　
　
　 

長
谷
川
義
史
／
著 

　
　ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン
た
べ
て
る
と
き 

              

　
　
　
長
谷
川
義
史
／
著 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

新
刊
書
の
紹
介 

隣
家
の
と
り
の
鳴
声
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
我
も
ま
ね
て
は
心
の
ど
か
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

垂
乳
根
の
墓
標
の
許
の
生
活
み
て
浄
土
の
蓮
華
永
久
に
あ
り
た
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
み
ど
り
（
埼
　
玉
） 

変
り
な
く
起
き
い
で
仏
飯
供
へ
ゆ
く
み
堂
の
畳
今
朝
は
冷
た
き 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
西
　
堀
） 

弟
の
業
績
偲
ぶ「
花
館
」野
辺
の
送
り
に
光
さ
し
来
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

ゆ
っ
た
り
と
ゆ
っ
た
り
と
ゆ
く
散
歩
道
犬
つ
れ
し
人
声
か
け
て
過
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

桜
葉
の
ふ
た
ひ
ら
載
る
る
師
の
歌
碑
へ
雲
去
り
温
き
光
差
し
来
よ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

観
世
音
の
赤
き
幟
に
導
か
れ
心
穏
し
く
祈
る
秋
の
日 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

登
り
ゆ
く
山
中
ほ
ど
に
湧
き
出
づ
る
水
の
う
ま
さ
は
胎
よ
り
吐
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

白
鳥
と
鴨
の
遊
べ
る
最
上
川
日
本
一
と
報
ず
新
聞 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

お
新
香
い
ゝ
あ
ん
ば
い
に
ア
ク
セ
ン
ト
心
温
も
る
母
の
味
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
荒
　
沢
　
喜
美
子
（
光
生
園
） 

【
千
風
会
　
秋
「
肌
寒
む
」
「
鳥
渡
る
」
】 

そ
ぞ
ろ
寂
ぶ
障
子
を
し
め
て
秋
を
き
く
木
の
実
こ
ろ
げ
る
人
生
は
流
れ
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

肌
寒
く
お
こ
た
の
児
ら
の
う
た
た
寝
は
木
の
実
時
雨
の
子
守
唄
き
き 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
智
　
子
（
宮
古
市
） 

長
旅
の
今
夜
の
宿
か
白
鳥
は
稲
架
に
つ
ど
へ
り
夕
映
へ
の
中 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

人
は
老
ひ
古
き
を
し
の
び
ひ
な
び
た
る
湯
宿
に
旅
す
鳥
渡
る
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

赤
南
蛮
あ
み
ゐ
母
の
手
お
も
ひ
出
づ
馴
れ
ぬ
「
農
」
の
手
赤
く
冷
め
た
く 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

こ
こ
ろ
こ
め
て
し
お
か
け
し
も
実
ら
ぬ
秋
反
省
の
夜
半
木
枯
ぞ
ほ
ゆ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

耕
や
せ
ど
甲
斐
な
く
野
良
に
日
は
落
ち
て
戻
る
家
路
の
秋
灯
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

  
日
溜
り
や
幼
う
と
う
と
秋
の
夢 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

秋
日
和
十
人
十
色
の
リ
ッ
ク
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

も
み
じ
葉
の
赤
に
見
と
れ
て
暮
れ
に
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

思
ひ
出
の
ア
ル
バ
ム
繰
り
し
夜
長
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

肩
ぐ
る
ま
あ
け
び
も
ぐ
児
の
笑
顔
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

訛
り
な
ど
持
た
ぬ
今
の
子
落
葉
道 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

座
禅
組
む
二
胡
の
調
べ
や
秋
の
夕 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

恙
無
く
生
き
て
今
年
の
米
を
研
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

十
三
夜
膝
の
幼
の
寝
息
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
三
） 

天
望
台
よ
り
一
望
す
里
の
秋 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

裏
山
の
薄
化
粧
し
た
紅
葉
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
奥
　
山
　
早
知
子
（
光
生
園
） 

文
化
祭
雨
に
降
ら
れ
る
ひ
と
日
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
楽
し
む
文
化
の
日 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

秋
の
夜
や
食
卓
囲
む
四
世
代 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
豊
　
岡
　
ち
づ
子
（
光
生
園
） 

お
日
様
と
我
慢
比
べ
の
稲
刈
日 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
小
　
野
　
き
み
子
（
光
生
園
） 

芋
掘
り
や
笑
顔
い
っ
ぱ
い
泥
塗 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
星
　
川
　
治
　
男
（
光
生
園
） 

行
き
帰
り
燃
ゆ
る
紅
葉
や
楽
し
日
々 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
飯
　
田
　
洋
　
子
（
光
生
園
） 

暮
れ
な
ず
む
色
な
き
風
の
漂
へ
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

鳥
海
山
に
吹
き
来
る
風
や
鳥
渡
る 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

秋
日
和
ガ
ラ
ス
拭
く
手
も
忘
る
る
や 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

鬼
灯
の
夕
日
背
負
い
て
ほ
ほ
染
し 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

句
碑
洗
ふ
風
晩
秋
の
仏
山 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

刈
り
終
え
て
庭
ひ
ろ
が
り
ぬ
草
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
若
　
山
　
節
　
子
（
舟
形
四
） 

   

　
猿
羽
根
山
体
験
実
習
館
を
12

月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の

冬
期
間
に
限
り
閉
館
い
た
し
ま

す
。 

　
例
年
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

た
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
年
末
年
始
以
外
の
冬

期
間
は
除
雪
も
行
な
い
ま
せ
ん
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
役
場

振
興
課
農
業
観
光
班 

�（
32
）
２
１
１
１（
内
線
422)

　舟形町全域において平成21年2月20日より光ブロードバン 

ドサービス「フレッツ 光ネクスト」のサービス提供が開始さ 

れることとなり、10月16日よりサービス受付が開始となりま 

した。 

　これに伴いサービスの内容をより詳しくご説明する機会と 

してＮＴＴ東日本が相談窓口を設置することとなりました。 

どのようなことでもお気軽にお問い合せ下さい。 

 

＜問い合わせ＞ 

▼相談電話／（株）ＮＴＴ東日本－山形 営業部 光営業センタ 

　　　　　　�０１２０－９４０２０２（通話料無料） 
▼受付時間／午前９時～午後５時　土日・祝日も営業（但し、 

　　　　　　年末年始は除く） 

 

　今年度からスタートしたふるさと納税。11月14日現在、 

舟形町へ20名、80万８千円の応援金をいただきました。 

　また、町民の皆様より、町外在住の方を 

ご紹介いただき誠にありがとうございまし 

た。11月上旬に、約500名の方へ「ふるさ 

と納税のご案内」を送付させていただきま 

した。ご協力いただいた皆さんに心から感 

謝申し上げます。 

「フレッツ光」相談窓口設置のご案内 

ふるさと納税 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　町広報紙にできるだけ紹

介していきたいと思います。 

た
つ
き 

ぶ
っ
ぱ
ん 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー 

の
ぼ
り 

お
だ 

や
ま
な
か 

さ 

こ 

み 

し
ぐ
れ 

こ
よ
い 

な
ん
ば 

・
・
・ 

か 

い 

は
ぜ 

と
　
き 

そ
な 

12月の納期 

◆町県民税 

◆固定資産税 

忘れずに納税しましょう。 

12月25日（木）まで 

お
知
ら
せ 

猿
羽
根
山
体
験
実
習
館
の 

　
冬
期
間
閉
館
に
つ
い
て 

【売払物件】YAMAHAスノーモービル／平成10年式 １台 

【走行距離】2,667km 

【物件説明会】12月９日（火）午前７時から 

　　　　　　　猿羽根山体験実習館にて 

【入札月日】12月12日（金）午前10時から 

　　　　　　舟形町役場にて 

【入札方法】一般競争入札 

【最低売却価格】100,000円（一部破損箇所あり） 

【入札条件】舟形町に住所を有し、かつ、各種税金、公共料金等の滞納の

　　　　　　無い方。転売目的の入札は認めません。 

【問い合わせ】舟形町役場振興課農業観光班　��（32）2111（内線422） 

スノーモービルを 
入札により売却します 
スノーモービルを 
入札により売却します 



町
営
バ
ス
は
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

（
舟
形
町
） 

 

             

　
み
な
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
準
ミ
ス
若
鮎
の

渡
辺
有
希
で
す
。 

　
今
回
が
初
め
て
の
ミ
ス
若
鮎
通
信
で
す
が
、

１
年
間
、
舟
形
町
の
良
い
所
を
た
く
さ
ん
の

方
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。 

　
11
月
に
入
り
、
立
冬
を
迎
え
、
そ
ろ
そ
ろ

紅
葉
狩
り
で
も
と
思
っ
た
矢
先
の
ド
カ
雪
。

い
っ
き
に
冬
化
粧
し
た
山
々
も
す
ご
く
き
れ

い
で
し
た
ね
。
で
も
や
っ
ぱ
り
雪
が
降
る
と

今
ま
で
の
寒
さ
と
は
違
っ
て
チ
ョ
ー
寒
い
!!

風
邪
な
ん
か
引
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
ね
。 

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
に
私
の
こ
と
を
少
し
で

も
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
自
己
紹
介
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち

も
舟
形
の
、
根
っ
か
ら
の
舟
形
っ
子
。
舟
形

小
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
上
山
明
新
館

高
校
に
入
学
、
３
年
間
陸
上
競
技
の
短
距
離

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
で
い
う
の

も
何
で
す
が
、
結
構
速
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
で
も
陸
上
に
未

練
が
あ
る
み
た
い
で
、
陸
上
の
話
を
聞
い
た

り
、
陸
上
競
技
を
見
る
と
心
が
ワ
ク
ワ
ク
し

て
走
り
た
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。 

　
現
在
は
大
石
田
町
の
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

働
い
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
歯
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
で
も
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！
す

っ
き
り
し
ま
す
よ
！ 

　
実
は
私
、
ず
っ
と
舟
形
に
住
ん
で
い
る
ん

で
す
が
、
あ
ま
り
舟
形
通
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

な
の
で
、
舟
形
町
の
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
い

っ
ぱ
い
参
加
し
て
、
舟
形
町
の
魅
力
を
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
体
験
し
て
い
け
た
ら
な
あ
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
で
す
が
、
一
年
間
温
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

Ｐ
Ｓ
．
今
年
は
カ
メ
ム
シ
が
多
い
の
で
、
雪

が
た
く
さ
ん
降
り
そ
う
で
す
ね
・
・
・
。 

総務課　No.284
10月２日～11月１日届出分 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,159人 

：3,285人 

：6,444人 

：1,903世帯 

（－２） 

（＋４） 

（＋２） 

（＋４） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,578人 
女性　2,771人 計5,349人 

(9／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

10
31

 

堀　内 

西　堀 

菊地　咲穂 

高橋　颯葵 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

さ  ほ 

さつき 

晃 
美　香 

祐　介 
望 

□お誕生おめでとう ◆ 

長沢１ 

洲　崎 

えんじゅ荘 

えんじゅ荘 

洲　崎 

90（恵　子） 
71（本　人） 
91（本　人） 
88（本　人） 
75（都志実） 

渡邉傳吉 
土屋　弘 
岸　　茂 
大場清治 
山本茂夫 

 

＜作り方＞ 

　①しめじは石突きをとり、小房に分ける。 

　②マッシュルームは4ッ割にする。 

　③えのきは根を落とし、食べやすい長さに切る。 

　④刻み唐辛子、にんにくのみじん切り、パセリのみじん切り、レモン汁、 

　　塩、こしょう、オリーブオイルを合わせたマリネ液を作っておく。 

　⑤たっぷりの熱湯に塩少々を加え、きのこをさっとゆでる。 

　⑥熱いうちにマリネ液につけ、味がなじんだら器に盛りつけて完成。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課健康班　�（32）2111 （内線351） 

き
の
こ
の
マ
リ
ネ 

おいしく
 

食べて 

健康に 

＜材料（４人分）＞  

　しめじ 

　マッシュルーム 

　えのき 

　赤唐辛子 

　にんにく 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥1０0ｇ 

‥‥‥‥‥100ｇ 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥１袋 

‥‥‥‥‥‥‥１/２本 

‥‥‥‥‥‥‥‥１片 

 

パセリ 

レモン 

塩 

こしょう 

オリーブオイル 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥少々 

‥‥‥‥‥‥‥‥１/2個 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥小さじ１ 

‥‥‥‥‥‥‥‥少々 

‥‥‥大さじ２ 

「これはオススメ！」という我が家の自慢料理をこのコーナーで紹介してみませんか？ 

通信通信  通信  

◆現在の職業と心掛けていることは？‥ 

  

 

◆将来の夢は‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆趣味は？休日は？‥‥‥‥‥‥ 

◆欲しいものは？‥‥‥‥‥‥‥ 

◆どんな異性がタイプ‥‥‥‥‥ 

◆舟形町の良いところは？ ‥‥‥ 

◆舟形町の悪いところは？ ‥‥‥ 

◆町のイベントについて‥‥‥‥‥‥ 

尾花沢市の福祉施設で介護福祉士として 

働いています。いつも笑顔で接するよう 

に心掛けています。 

かわいいおばあちゃんになりたいな 

カラオケなど友人と楽しく過ごすことです 

愛� 

大人な人 

人が温かいところ 

ないです 

若い人も参加して楽しめる芋煮会みたい 

な行事があればぜひ参加したいです。 

豊岡未帆さん（20歳） 

１人分18kcal

Vol.96Vol.97

長者原 

舟形３ 

　 

紫　山 

新庄市 

 相馬　広志 
（後藤） 弥生 
　 
 渡辺　　勝 
（榎本） 麻美 

□ご結婚おめでとう ◆ 

　10月15日から11月14日の１ヶ月間にわたり実施さ 

れた、高齢者の交通事故防止推進強化月間の一環とし 

て、10月29日、高齢者交通安全教室が行われました。 

　堀内地区のみなさん約32名が洲崎公民館に集い、堀 

内駐在所の安達一良さんを講師に交通事故防止を学び 

ました。 

　また、後半の部では、じぞう様劇団（舟形町交通安 

全母の会）による寸劇「だめ！そこで渡ると・・・」 

と「飲酒運転防止、あなたも同罪です！」が演じられ、 

交通安全の大切さを楽しく勉強しました。 

　これからの時期はますます夕暮れが早まります。夜光反射材を身に付け、道路を横断する 

際は左右をきちんと確認し、交通事故から大切な命を守りましょう。 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　主催　舟形町交通安全母の会・交通安全協会舟形支部 

「高齢者交通安全教室」を開催！ 

camera
  angle

camera
  angle

今年成人式を迎えました 今年成人式を迎えました！ 

広報ふながた 20.11｜1819｜広報ふながた 20.11
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つ
い
に
降
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

真
っ
白
い
雪
が
。
昔
、
ス
キ
ー

ス
ポ
少
を
し
て
い
た
頃
は
雪
が

降
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
ん
で

す
が
…
。 

　
さ
て
も
う
す
ぐ
12
月
。
師
走

を
迎
え
ま
す
。
今
年
１
年
は
皆

さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
一
年
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
家
族
み
ん

な
で
今
年
を
振
り
返
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。 

　
私
に
と
っ
て
今
年
は
命
を
授

か
っ
た
最
良
の
一
年
で
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
11
月
10
日
の
夜
、
大
石
田
町
地
福
寺
の
宇
野
全
匡
住
職

を
お
迎
え
し
、
幅
町
内
会
主
催
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
町
内
会
が
主
体
と
な
り
講
演
会
を
実
施
す
る
の
は
珍
し

く
、
幅
町
内
会
で
も
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で
約
45
名
が
宇
野
住
職
の
「
ゆ
っ
く
り
生
き

る
」
と
題
し
た
お
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
講
演
会
は
幅
町
内
会
の
伊
藤
準
悦
会
長
の
強
い
思

い
が
実
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。
「
消
防
団
や
恵
比
寿
会
（
老

人
ク
ラ
ブ
）
な
ど
同
年
代
の
活
動
は
活
発
に
な
っ
て
き
た
。」

そ
う
語
る
と
お
り
、
幅
町
内
会
の
消
防
団
は
町
消
防
操
法

大
会
で
５
連
覇
中
と
活
躍
。
恵
比
寿
会
は
年
間
を
通
し
て

介
護
予
防
教
室
を
実
施
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
今
回
実
施
し
た
講
演
会
は
そ
の
枠
を
越
え
た
世
代
間
交

流
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
地
域
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
少
な
く
な
っ
て
く
る
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
住
民

が
手
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。」
と
伊
藤
会
長
は
語
り
ま
す
。 

　
世
代
間
の
交
流
は
、
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
や
高
齢
者

宅
へ
の
除
雪
支
援
な
ど
、
命
を
守
る
た
め
の
活
動
に
も
直

接
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
幅
町
内
会
は
そ
の
モ
デ
ル
と
な

る
べ
き
活
動
を
今
現
在
、
実
施
中
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

この紙は再生紙を使用しています 

『 

幅
町
内
会 

』 

シリーズ　地域のちから その� 


